
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

学校ホームページ  https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/shiozze/ 

学校メールアドレス web-shio@hodatsushimizu.jp 

 

 

校長 宮下 慶子 

 志桜小だより   

めざす児童像  ○目標をもち 自ら進んで学び よく考える知恵のある子 

○強く しなやかな心をもち  温かな人間関係をつくれる子 

○困難に打ちかつ気力・体力のある子 

 

 

 

９月号 

宝達志水町立志桜小学校  
TEL ２９－２０５２ 
FAX ２９－２０６９ 

カラー版を 

ご覧ください。 

 実りある充実の２学期に！ 

夏休み作品展  科学作品展 
 

 

９月２日～９月４日に、夏休み作品展が行われています。子ども達の力作が図書室に並びました。探究心を

もって取り組んだ様子が感じられる科学作品もみられました。どの作品からも、志桜っ子の夏休みのがんばり

が伝わってきます。（校内特選の科学作品は郡審査会に提出するため、図書室に並んでいないかもしれません。） 

ご家族のご協力・ご参観ありがとうございます。 

こんにちは。校長の宮下です。４４日間の長い夏休みが終わり、 

２学期が始まりました。学校には子ども達の元気な声が響いています。 

この夏休み中、大きな事故やケガがなく、２学期を迎えられたことを嬉し

く思います。ご家族の方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。

１学期同様、本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いします。 

さて、始業式に、志桜っ子に２学期に大切にしてほしいこととして、３つ

の「Ｃ」について、伝えました。「challenge（挑戦）」「create（創る）」

「ｃooperation(協力)」です。2 学期は、授業日が７８日、運動会をはじ

めとする行事・体験等が盛りだくさんです。子ども達にとって成長の日々と

なるよう、教職員一同こころひとつにしてサポートしていきたいと考えてい

ます。ご家族のみな様のご協力、よろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 志桜小学校では、開校とともに子ども達の「非認知能力」をすべての教育活動のベースにと考えています。
（子ども達には、上図の様に「３つの力」として伝えています。） 

今回は、東北大学教授 瀧 靖之氏のコメントの抜粋です。 

「･･･非認知能力を伸ばすためには、『親子の愛着形成』が土台にあることを前提とします。脳の発達の観点か

ら見ても、知的好奇心や自己肯定感を伸ばすには乳幼児時代の愛着形成がしっかりしていることが大切。 

私がおすすめするのは、SNSではないリアルな会話を豊富に重ねることです。また、自然や芸術に触れ合う、

たくさん本を読む。日常、こんな体験を重ねていくといいですね。･･･私たちの脳には『いつから何をどう始めて

も、伸びる』という『可塑性』という性質があります。何を始めるにも『遅い』ということはありません。」 

AERA with Kids』（朝日新聞出版）参照。 

教室の黒板等には
２学期を迎える子
ども達に向けた担
任の先生からの温
かなメッセージや
激励の言葉等がか
かれました。 

 

ホームページに
学校だよりをアッ
プしています。 
カラーでご覧頂け
ます。今後、学年
通信も HP に載せ
ていく予定です。
子ども達のがんば
る姿をカラーでお
楽しみください。 


